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車いす利用者の住宅から学ぶ「住む家」を決める基準
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1．研究背景・研究目的

多様性を大事にするようになった現代では、車いすで

も住みやすい住宅の計画も考えられるようになってき

た。しかし、車いす住宅のガイドラインでは、個別の部

屋を対象とした具体的な指針は多くあるが、生活環境と

して何に着目することが大事であるかは分かりにくい。

そこで、本研究では、屋内でも車いすで生活する人達の

住宅改修事例から、環境構築の考え方を整理する。

2．既往研究と本研究の位置付け 
現在日本建築学会で発表されている既往研究には、車

いす動作から考えた住宅の在り方や住宅の空間構成、車

いす利用者に対する改修の可能性に関するものがある。

本研究では、これらの既往研究を踏まえて、常時車いす

利用者が住んでいる住宅についての空間構成を図面・ヒ

アリング調査から整理し、比較していく。

3．研究方法 
3.1 改修・新築住宅事例のヒアリング調査 
現在車いす利用者が住んでいる住宅についてヒアリン

グ調査を行い、改修・新築住宅の図面や写真から車いす

利用者が住宅において重要視している点を表にまとめて

分類化した。対象者情報としては表1の通りで、住宅種

類・年齢・運動機能等の異なる中途車いす利用者を対象

として調査を行った。また、対象の車いす利用者は屋外

屋内問わず常時車いすを利用していることを前提として

いる。

3.2 建築士への取材 
車いす利用者の住宅事例を整理するため、以下の車

いす利用者の建築士2名に取材を実施した。 

・NPO法人車いす社会を考える会代表

篠原博美氏（一級建築士）東京都世田谷区

訪問日：2022.9.30

・栗林福祉建築事務所代表

栗林稔昌氏（二級建築士）埼玉県川越市

訪問日：2022.12.12

表1 対象者情報

注記；2022年11月27日現在 

4．研究結果 
4.1 改修・新築のポイント

ⅰ)改修事例1(R1):S氏
S氏の改修住宅状況を図1,図2,写真1〜3に示す。 

・改修箇所

(1)廊下の扉

(2)洗面所と廊下の間の段差

(3)トイレの使い方、段差

(4)浴室の使い方

(5)DKと6帖洋室の間の扉

(6)DKと6帖和室の段差

(7)和室の使い方

(8)納戸の使い方

都内への引っ越しを機に、賃貸マンションを改修した。

賃貸のため間仕切り壁の取り壊し等の大掛かりな改修は

行っておらず、市販の福祉用具と自作の道具を組み合わ

せた改修がされていた。 

 

中途車いす
利用者 

S氏 O氏 K氏 T氏 

住宅種類 改修 新築 
年齢 20代 70代 50代 50代 
車いす歴 8年 27年 35年 20年 
運動機能 対麻痺 

立位可能 
体幹機能 
障害 

対麻痺 
体幹機能 
障害 

四肢麻痺 
体幹機能 
障害 

対麻痺 
立位可能 

家族構成 父 
母 
本人 

本人 
妻 
息子 
娘 

本人 
妻 
娘 

本人 

写真1 廊下・トイレ・ 
洗面所段差自作スロープ

写真2 トイレ手すり 写真3 和室(寝室) 

図1 改修前平面図 図2 改修後平面図 
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ⅱ)改修事例2(R2):O氏
O氏の改修住宅状況を図3〜5,写真4〜6に示す。 

・1回目改修箇所

(1)トイレ

(2)浴室

(3)洗面所

(4)6帖和室

(5)車いす専用玄関

・2回目改修箇所

(6)トイレ

(7)洗面所

(8)浴室

家を購入してから7年目の事故で車いす生活になり、当時

の家族のことも考えて自宅の改修を行った。1回目の改修

では、入院直後で最低限車いすで生活できるように改修

を行っているため所々不便な点が出てきた。そのため2回

目の改修を行い、本人1人でも生活できるようにした。 

 

ⅲ)新築事例1(N1):K氏
K氏の新築住宅状況を図6,図7,写真7〜11に示す。 

・設計時のこだわり点

(1)玄関

(2)トイレ

(3)洗面所

(4)浴室

(5)廊下

(6)ホームエレベーター

退院後、職場へ通える範囲に雇用促進住宅(団地)があ

り、部屋も障害者用バリアフリーであったため新居がで

きるまでそこで生活を行っていた。 

ライフプラン(結婚後の事・子供を想定して)により、改

修ではなく新築を建てた。 

図6 1階平面図 図7 2階平面図 

ⅳ)新築事例2(N2):T氏
T氏の新築住宅状況を図8,写真4〜6に示す。 

・設計時のこだわり点

(1)玄関

(2)廊下(ホール)

(3)キッチン

(4)洋室

(5)トイレ

(6)洗面所

(7)浴室

(8)庭・駐車場

退院後、元々の住宅を車いすで生活できるように最低

限、改修を行った。その後、何年か経ってから住み心地

が悪いと感じたため新築を建てた。同居する人がいない

ため、車いす利用者1人でも全てが行えるように設計され

ていた。 

図3 改修前平面図 

図4 1回目改修後平面図 図5 2回目改修後平面図

写真4 トイレ 写真5 専用玄関 写真6 浴室 

写真7 玄関 写真8 ホーム 
エレベーター

写真9 浴室 

写真10 トイレ 写真11 駐車場 

写真14 キッチン 写真15 洗面所 写真16 トイレ 

図8 平面図
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4.2 各住宅の場所別項目 
 4.1の改修・新築住宅事例から部屋別に項目を整理し

た。改修事例1(R1)と改修事例2(R2)の違いや新築事例

1(N1)と新築事例2(N2)の違い、改修事例と新築事例の違

いを明らかにした。 

表2・3に示したR1とR2の改修事例では、玄関・風呂場・

トイレの改修が重要視されていて改修項目が多いことが

わかる。また、R1の住宅は、R2と比べると改修した箇所

が少なかった。これは、R1は賃貸マンションであったた

め、傷をつけないように最小限の改修のみが行われてい

る。さらに、R2は持ち家であったため各居室の拡張や扉

の交換等が行われていた。 

次に表4・5の新築事例では、車いす利用者自身がよく使

う居室のみに着目して設計が行われていることがわか

る。N1・N2ともに玄関・廊下・トイレ・洗面所・風呂

場・駐車場のスペースに対してのこだわりがあり、個々

の生活で違いも出てくる部屋もある。N1は健常者家族と

住んでいるため、2階建てでも楽に上がり下がりできるよ

うにホームエレベーターが設置されていたり、N2では、

車いす利用者1人が住んでいるためキッチンの流し台下が

空いていたりとそれぞれの工夫が見られる。 

玄関(E) 廊下(H) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) 洋室(W) 和室(J) 納戸(C) 駐車場(P) 
・共有廊下の幅が

狭い[R1E1] 

・廊下扉の幅が狭

い[R1H1] 

・狭くて使いにく

い[R1T1] 

・回転できない位

狭い[R1L1] 

・風呂場扉の段差

が上がれない 
[R1B1] 

・車いすの場合狭

い[R1W1] 

・車いすの場合狭

い[R1J1] 

・クッションフロ

アが痛む[R1C1] 

・駐車場が遠い 

[R1P1] 

・玄関扉の段差が
登れない[R1E2] 

・廊下扉が玄関に
近くて開けられな
い[R1H2] 

・廊下との段差で
上がれない[R1T2] 

・廊下との段差で
上がれない[R1L2] 

・風呂場床から浴
槽に上がれない 
[R1B2] 

・ドアがいらない
[R1W2] 

・和室扉の段差が
邪魔[R1J2] 

・物を置くと狭い
[R1C2] 

・駐車場幅が狭い
[R1P2] 

・玄関扉の幅が狭
い[R1E3] 

・トイレ、洗面所
に段差があり登れ
ない[R1H3] 

・ドア扉が通りに
くい[R1T3] 

・クッションフロ
アが痛む[R1L3] 

・片開き戸が開け
にくい[R1J3] 

・充分な広さがな
い[R1E4] 

・和室の畳が痛む
[R1J4] 

・玄関扉が片開き
戸で開けにくい 
[R1E5] 

・おいたカーペッ
トが動いてしまう 
[R1J5] 

・玄関扉のドアス

トッパーに手が届
かない[R1E6] 

・上がり框が上が
れない[R1E7] 

玄関(E) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) 和室(J) 駐車場(P) 
・道路の段差が上がりにく
い[R2E1] 

・車いすが入れない広さ
[R2T1] 

・車いすだと狭い[R2L1] ・車いすのままだと入れな
い[R2B1] 

・寝室としては狭い[R2J1] ・乗車時は雨に濡れる 
[R2P1] 

・玄関ポーチの段差が上が

れない[R2E2] 

・扉が開けにくい[R2T2] ・洗面台が使いにくい 

[R2L2] 

・折戸だと場所を取る 

[R2B2] 

・畳が痛む[R2J2] ・専用玄関から遠い[R2P2] 

・玄関が狭い[R2E3] ・車いすが通れない扉幅 
[R2T3] 

・風呂場扉の段差が下りら
れないし上がれない[R2B3] 

・専用玄関から駐車場が遠

い[R2E4] 

・掴むところが無い[R2T4] ・床から浴槽に上がれない

[R2B4] 

・玄関扉の開け閉めがしづ
らい[R2E5] 

・トイレ便座の裏に手が届
かない[R2T5] 

・車いすを浴室から出せな
い[R2B5] 

・大雨の時に濡れる[R2E6] 

・昇降機が高い[R2E7] 

 

玄関(E) 廊下(H) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) 浴室(W) ホームエレベ

ーター(V) 

駐車場(P) 

・玄関ポーチが玄関
分の幅がある[N1E1] 

・廊下幅はギリギリ
回転できる幅[N1H1] 

・片引き戸で開けや
すい[N1T1] 

・かなり広い[N1L1] ・広すぎず狭すぎず
の大きさ[N1B1] 

・どの洋室も車いす
で移動できる広さ 
[N1W1] 

・出入りも難なくで
きる[N1V1] 

・車いすで乗車でき
る幅が確保されてい
る[N1P1] 

・ドア幅が充分な幅
ある[N1E2] 

・ ホ ー ル が 広 い
[N1H2] 

・ドア幅もスムーズ
に通れる[N1T2] 

・洗面台下は車いす
が入り込める[N1L2] 

・風呂場扉の段差は
あっても問題ない 
[N1B2] 

・片開き戸でも開け
閉めは可能[N1W2] 

・玄関近くに配置 
[N1V2] 

・駐車場から庭を経
由して玄関へ行ける 
[N1P2] 

・片開き戸でもポー

チが広いため開けら
れる[N1E3] 

・車いすも入れるく

らい広い[N1T3] 

・片引き戸で開けや

すい[N1L3] 

・浴槽と同じ高さの

座り台を設置[N1B3] 

・ドア幅は十分 

[N1W3] 

・トイレが出てすぐ

の場所にある[N1V3] 

・駐車場と玄関には

約1.0mの段差がある
ためスロープを設置
[N1P3] 

・上がり框の段差に
はスロープがついて

いる[N1E4] 

・小さな流し台が設
置されている[N1T4] 

・ドア幅も十分 
[N1L4] 

・座り台から洗面所
に車いすを出せる

[N1B4] 

・フローリングも痛
みにくい素材[N1W4] 

・費用がかかる 
[N1V4] 

・雨の日に乗車しや
すいようにカーポー

ト設置[N1P4] 

・駐車場から玄関ま
でにスロープがつな
がっている[N1E5] 

・座面が扉から入っ
て横向きに配置され
ている[N1T5] 

・スライドドアで開
閉しやすい[N1B5] 

・2階のトイレは車
いすが入れない 
[N1T6] 

・手すりで掴むとこ
ろを増やしている 
[N1B6] 

・手すりが使いやす

い[N1T7] 

玄関(E) 廊下(H) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) キッチン(K) 洋室(W) 駐車場(P) 
・玄関ポーチが広く
て使いやすい[N2E1] 

・かなり広い幅の廊
下[N2H1] 

・車いすが入れる広
さ[N2T1] 

・広すぎず車いすが
回転できる広さ 
[N2L1] 

・広すぎずどこでも
手が届く範囲の広さ
[N2B1] 

・車いすが通れる幅
[N2K1] 

・木目調のフローリ
ングは痛みにくい 
[N2W1] 

・駐車場から玄関に
はスロープが伸びて
いる[N2P1] 

・玄関は車いすで入

るには十分な広さ 
[N2E2] 

・各部屋へアクセス

できる[N2H2] 

・片引き戸で開けや

すい[N2T2] 

・片引き戸で開けや

すい[N2L2] 

・引き戸で開けやす

い[N2B2] 

・流し台下が車いす

で入り込める[N2K2] 

・洋室扉は引き戸で

開けやすい[N2W2] 

・土間コンクリート

で床が痛みにくくな
っている[N2P2] 

・玄関扉は車いすで
入りやすい[N2E3] 

・ドア幅は車いすが
通るのに充分[N2T3] 

・ドア幅は車いすが
通るのに充分[N2L3] 

・ドア幅は車いすが
通るのに充分[N2B3] 

・ドア幅は車いすで
も通りやすい[N2W3] 

・車いすが乗車でき
る幅を確保[N2P3] 

・玄関ポーチに段差
とスロープが存在す
る[N2E4] 

・手すりが使いやす
い[N2T4] 

・洗面台下に車いす
で入れる[N2L4] 

・シャワーチェアが
浴槽と同じ高さ 
[N2B4] 

・上がり框の段差は

上がれる[N2E5] 

・座面が扉から入っ

て横向きに配置され
ている[N2T5] 

・掴まれる場所に手

すりがある[N2B5] 

・スロープから直接
駐車場に繋がってい
る[N2E6] 

・小さな流し台が設
置されている[N2T6] 

・車いすを洗面所に
出せる[N2B6] 

・手すりを掴んで車
いすへ移乗できる 
[N2E7] 

4.3 車いす利用者の建築士へのヒアリング調査 
 篠原氏への取材では、助成金問題について詳しくお話

を聞いた。市区町村によって助成金の上限が決まってお

り、改修できる程度が異なる。また、改修を行う場合、

基本的に改修1回目のみに助成金の申請が下りるため、追

加で改修を行う際には全て自費となる。R2の場合でも1回

目の改修では助成金が出たが、2回目以降は自費のため最

終的には300万円は自費で改修をしていた。 

福祉用具の購入・貸し出しで助成金が出やすいのは、手

すりや浴室用具、段差解消用具等である。また、N1のよ

うにホームエレベーターを設置する際にも助成金申請が

必要であるが、障害等級によっては申請が下りないた

め、購入を考える際には事前に知っておく必要がある。

申請には時間がかかるため、N1のように申請せずに自費

で取り付けてしまう場合もある。このように、改修する

にしても新築を建てるにしても費用がかかるため、車い

す利用者は助成金問題と現在も向き合っている。 

次に栗林氏への取材では、車いす住宅を考える際の重要

な点や車いす利用者が車いす生活になってから住宅を改

修・新築にするまでのプロセスを聞いた。栗林氏が住宅

依頼を受けた際に重要視しているのはアセスメントであ

る。これは、障害によって動作や行動が異なるため、そ

の人がどこまでの運動機能があるかを理解し、住宅の機

能をよくしていく必要があるためである。特に玄関、ト

イレ、風呂については細かくアセスメントをするのが大

事とのことであった。 

また、事故や病気で途中から車いす生活になった場合、

短い期間で入院中に住宅改修を考える必要がある。その

ため、退院後からすぐ使用できるよう、短い期間ででき

る改修が多い。改修でかかる費用と改修箇所の重要度順

を考えていく必要があり、PT(理学療法士)、OT(作業療法

士)、車いす利用者がタッグを組んで住宅づくりをするこ

とで理想的なものが作られる。 

4.4 改修・新築のプロセス 
図9に改修の流れを示す。1〜6ヶ月間に入院して、入院

期間中に改修が間に合わない場合は、地域包括契約予防

(2ヶ月)で改修を延期できる。そのため最長8ヶ月で改修

を行える。また、改修箇所によっては退院後、既存住宅

に住みながら改修を行うこともできる。 

表2 改修事例1(R1)部屋別の着目

点

表3 改修事例2(R2)部屋別の着目

点

表4 新築事例1(N1)部屋別の着目

点

表5 新築事例2(N2)部屋別の着目

点

写真12 玄関 写真13 ホール 

赤字：改修した箇所 

赤字：改修した箇所 
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また、図10に新築の場合の流れを示す。退院後、既存住

宅で車いす生活ができる場合は、新築を建てるまでその

住宅に住むことになる。しかし、新築の場合でもまずは

退院までに簡単な改修を行う例が多いと思われる。 

 

 
 

 

 
 

 

4.5 事例から住宅の着目ポイントの再分類化 
表2〜5で部屋別に分類した項目について、着眼点を再

整理したところ、①広さ、②段差、③距離、④動作、⑤

床材・(壁材)、⑥天候(雨の日)の6項目に分けることがで

きた。表6・7より、R1では②段差と⑤床材・(壁材)項目

の改修が多いことが分かり、R2では①広さと④動作項目

の改修が多いことがわかる。また、N1・N2はどちらも①

広さ項目は全ての部屋で重視されていることが表8・9で

わかる。さらに、④動作項目では、トイレ、洗面所、浴

室の設計にこだわりがあることが多い。 

玄関(E) 廊下(H) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) 洋室(W) 和室(W) 納戸(C) 駐車場(P) 

広さ ・十分な広さが
ない[R1E4] 

・共有廊下の幅
が狭い[R1E1] 
・玄関扉の幅が
狭い[R1E3] 

・廊下扉の幅が
狭い[R1H1] 

・狭くて使いに
くい[R1T1] 

・ドア扉が通り
にくい[R1T3] 

・回転できない
位狭い[R1L1] 

・車いすの場合
狭い[R1W1] 

・ドアがいらな
い[R1W2] 

・車いすの場合
狭い[R1J1] 

・物を置くと狭
い[R1C2] 

・駐車場幅が狭
い[R1P2] 

段差 ・玄関扉の段差
が登れない 
[R1E2] 
・上がり框が上
がれない[R1E7] 

・トイレ、洗面
所に段差があり
登れない[R1H3] 

・廊下との段差
で上がれない 
[R1T2] 

・廊下との段差
で上がれない 
[R1L2] 

・風呂場床から
浴槽に上がれな
い[R1B2] 
・風呂場扉の段
差が上がれない 

[R1B1] 

・和室扉の段差
が邪魔[R1J2] 

距離 ・駐車場が遠い
[R1P1] 

動作 ・玄関扉が片開

き戸で開けにく
い[R1E5] 
・玄関扉のドア
ストッパーに手

が届かない 
[R1E6] 

・廊下扉が玄関

に近くて開けら
れない[R1H2] 

・片開き戸が開

けにくい[R1J3] 
・おいたカーペ
ットが動いてし
まう[R1J5] 

床材・ 
(壁材) 

・クッションフ
ロアが痛む 
[R1L3] 

・和室の畳が痛
む[R1J4] 

・クッションフ
ロアが痛む 
[R1C1] 

天候 

(雨の日) 

玄関(E) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) 和室(J) 駐車場(P) 

広さ ・玄関が狭い[R2E3] ・車いすが入れない広さ 

[R2T1] 
・車いすが通れない扉幅 
[R2T3] 

・車いすだと狭い[R2L1] ・車椅子のままだと入れ

ない[R2B1] 
・折戸だと場所をとる 
[R2B2] 

・寝室としては狭い 

[R2J1] 

段差 ・道路の段差が上がりに
くい[R2E1] 

・玄関ポーチの段差が上
がれない[R2E2] 

・風呂場扉の段差が下り
られないし上がれない 

[R2B3] 
・床から浴槽に上がれな
い[R2B4] 

距離 ・専用玄関から駐車場が

遠い[R2E4] 

・専用玄関から遠い 

[R2P2] 

動作 ・玄関扉の開け閉めがし
づらい[R2E5] 

・扉が開けにくい[R2T2] 
・掴むところが無い 
[R2T4] 

・トイレ便座の裏に手が
届かない[R2T5] 

・洗面台に車いすが入ら
ない[R2L2] 

・車いすを浴室から出せ
ない[R2B5] 

床材・ 
(壁材) 

・畳が痛む[R2J2] 

天候 

(雨の日) 

・大雨の時に濡れる 

[R2E6] 

・乗車時は雨に濡れる 

[R2P1] 

玄関(E) 廊下(H) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) 洋室(W) ホームエレベ
ーター(V) 

駐車場(P) 

広さ ・玄関ポーチが玄
関扉分の幅がある

[N1E1] 
・ドア幅が充分な
幅ある[N1E2] 

・廊下幅はギリギ
リ回転できる幅 

[N1H1] 
・ホールが広い 
[N1H2] 

・車いすも入れる
くらい広い[N1T3] 

・ドア幅もスムー
ズに通れる[N1T2] 
・2階のトイレは
車いすが入れない

[N1T6] 

・かなり広い 
[N1L1] 

・ドア幅も十分 
[N1L4] 

・広すぎず狭すぎ
ずの大きさ[N1B1] 

・どの洋室も車い
すで移動できる広

さ[N1W1] 
・ドア幅は十分 
[N1W3] 

・出入りも難なく
できる[N1V1] 

・車いすで乗車で
きる幅が確保され

ている[N1P1] 

段差 ・上がり框の段差
にはスロープがつ
いている[N1E4] 

・風呂場扉の段差
はあっても問題な
い[N1B2] 
・浴槽と同じ高さ

の座り台を設置 
[N1B3] 

・駐車場と玄関に
は約1.0mの段差が
あるためスロープ
を設置[N1P3] 

距離 ・駐車場から玄関
までにスロープが

つながっている 
[N1E5] 

・玄関近くに配置
[N1V2] 

・トイレが出てす
ぐの場所にある
[N1V3] 

・駐車場から庭を
経由して玄関へ行

ける[N1P2] 

動作 ・片開き戸でもポ

ーチが広いため開
けられる[N1E3] 

・片引き戸で開け

やすい[N1T1] 
・手すりが使いや
すい[N1T7] 
・小さな流し台が
設置されている 

[N1T4] 
・座面が扉から入
って横向きに配置
されている[N1T5] 

・片引き戸で開け

やすい[N1L3] 
・洗面台下は車い
すが入り込める 
[N1L2] 

・スライドドアで

開閉しやすい 
[N1B5] 
・手すりで掴むと
ころを増やしてい
る[N1B6] 

・座り台から洗面
所に車いすを出せ
る[N1B4] 

・片開き戸でも開

け閉めは可能 
[N1W2] 

床材・ 

(壁材) 

・フローリングも
痛みにくい素材 
[N1W4] 

天候 
(雨の日) 

・雨の日に乗車し
やすいようにカー

ポート設置[N1P4] 

玄関(E) 廊下(H) トイレ(T) 洗面所(L) 風呂場(B) キッチン(K) 洋室(W) 駐車場(P) 

広さ ・玄関ポーチが広
くて使いやすい 

[N2E1] 
・玄関は車いすで
入るには十分な広
さ[N2E2] 
・玄関扉は車いす

で入りやすい 
[N2E3] 

・かなり広い幅の
廊下[N2H1] 

・車いすが入れる
広さ[N2T1] 

・ドア幅は車いす
が通るのに十分 
[N2T3] 

・広すぎず車いす
が回転できる広さ

[N2L1] 
・ドア幅は車いす
が通るのに充分
[N2T3] 

・広すぎずどこで
も手が届く範囲の

広さ[N2B1] 
・ドア幅は車いす
が通るのに十分 
[N2B3] 

・車いすが通れる
幅[N2K1] 

・ドア幅は車いす
でも通りやすい 

[N2W3] 

・車いすが乗車で
きる幅を確保 

[N2P3] 

段差 ・玄関ポーチに段
差とスロープが存

在する[N2E4] 
・上がり框の段差
は上がれる[N2E5] 

・シャワーチェア
が浴槽と同じ高さ

[N2B4] 

距離 ・スロープから直

接駐車場に繋がっ
ている[N2E6] 

・各部屋へアクセ

スできる[N2H2] 

・駐車場から玄関

にはスロープが伸
びている[N2P1] 

動作 ・手すりを掴んで
車いすへ移乗でき
る{N2E7] 

・片引き戸で開け
やすい[N2T2] 
・手すりが使いや

すい[N2T4] 
・小さな流し台が
設置されている 
[N2T6] 
・座面が扉から入

って横向きに配置
されている[N2T5] 
・小さな流し台が
設置されている 

[N2T6] 

・片引き戸で開け
やすい[N2L2] 
・洗面台下に車い

すで入れる[N2T4] 

・引き戸で開けや
すい[N2B2] 
・掴まれる場所に

手すりがある 
[N2B5] 
・車いすを洗面所
に出せる[N2B6] 

・流し台下が車い
すで入り込める 
[N2K2] 

・洋室扉は引き戸
で開けやすい 
[N2W2] 

床材・ 

(壁材) 

・木目調のフロー
リングは痛みにく
い[N2W1] 

・土間コンクリー
トで床が痛みにく
くなっている 
[N2P2] 

天候 

(雨の日) 

5．まとめ・考察 
ヒアリング調査・取材を行ったことで、車いす利用者

でもそれぞれの使いやすさによって、空間構成が異なっ

ている事がわかった。

事故や病気で車いす利用になった人は、改修項目を短い

期間で急いで決めないといけないため最低限になりやす

いが、新築とする場合には車いす利用者が最良と判断す

る設計を一から行うことができる。

4.2の表2〜5を4.5の表6〜9のように再分類化することで、

従来の各居室別のガイドラインではなく住宅全体を考え

る際の必要な着眼点を把握することができた。

参考文献

1) 馬場 明生 守 明子 朝稲 渉 二塚 岳志 長谷川 直司「車椅子生活
移動の観点からの新築住宅における生涯住宅対応性の現状」
日本建築学会計画系論文集第577号33-39.2004年3月

2) 河野 学 丸山 晃史 中島 佐智子 「5661 車いす利用者に対応する
住宅内の改修による既存住宅ストック活用の可能性(住宅の改
修,建築計画II)」日本建築学会大会学術講演梗概集第2010号
129-130.2010年7月

3) 糟谷 佐紀 米田 郁夫 阪東 美智子 多淵 敏樹「5055 車いす使用
者の操作能力を考慮した住宅整備指針の構築(建築計画)」日本
建築学会近畿支部研究報告集第43号217-220.2003年5月

4) 片岡 正喜 古賀 唯夫 村上 良知「身体障害者向け特目住宅住空
間構成に関する研究：（その1）住戸水準及び住戸の平面構成
の傾向」日本建築学会論文報告集第271号75-84.1978年9月

5) 片岡 正喜「車いす用一般住宅の住空間構成に関する研究：
（その1）住空間構成の分類と特徴」日本建築学会論文報告集
第286号125-135.1979年12月

6) 片岡 正喜「車いす用一般住宅の住空間構成に関する研究：
（その2）住宅の型および身障者の世帯構成上の地位による住
み方」日本建築学会論文報告集第298号129-141.1980年12月

表6 改修事例1(R1)の再分類分け

表7 改修事例2(R2)の再分類分け

表8 新築事例1(N1)の再分類分け

表9 新築事例2(N2)の再分類分け

退院・帰宅し、⽣活している中でさらに
改修を希望する場合、補助⾦は出ないた
め全て⾃費になる。(⾃治体によって異な
るが、基本的に補助⾦が出るのは改修1回
のみ)そのため費⽤がかかる場合は1回⽬
の改修でするのが良い。 

帰宅までの流れは?
①リハビリ期間中に理学療
法⼠・作業療法⼠の⼈達と
住宅訪問などを⾏い相談。
(これは、どこまで運動機能
を回復させるかのチェック
でもある)②改修が必要な場
合、ケアワーカーに福祉⽤
具カタログや専⾨の業者を
紹介してもらい、改修箇所
を決める。③改修箇所によ
っては時間がかかることが
多いため早急に⼯事を進め
る必要がある。(新築よりも
改修の⽅が時間はかからな
いため⾞椅⼦になりたての
⼈はほとんど改修になる)

新築建設

事故・病気 病院 ※(住宅改修) 

手術・入院 

リハビリ 

退院・帰宅

帰宅までの流れは? 
①リハビリ期間中に理学療法
⼠・作業療法⼠の⼈達と住宅
訪問などを⾏い相談。(これ
は、どこまで運動機能を回復
さ せ るか のチ ェッ クで も あ
る)②新築を建てること前提
の場合、⼊院を継続する⼿続
きが必要。(完成まで時間が
かかるため)③⾃分にあった
設計にするために⾃分の運動
能 ⼒ を知 るこ とが 重要 と な
り、リハビリと並⾏して考え
ていく必要がある。 

 

新築が建つまでにどこに住むのか? 
→既存住宅が⾞椅⼦でも過ごせる
場合、新築ができるまで我慢。 
→既存住宅で⽣活できない場合、
⼀旦改修をして⽣活。⽣活しにく
いと感じたら費⽤を考えて新築を
建てる。 

 

※⼤体の⼈は初め改修をする。その後⽣活していて住
み⼼地が悪くなった場合に新築にすることが多い。

改修の規模は? 
間仕切り壁の撤去やホームエレベ
ーターの取り付けなどは改修の中
でも特に時間がかかり場所も取る
ため、あまり⾏われない。永住を
決めた場合は、このような⼤掛か
りな改修は⾏われる。 

事故・病気 病院 住宅改修 退院・帰宅

手術・入院 

リハビリ 

再改修

帰宅までの流れは? 
①リハビリ期間中に理学療法
⼠・作業療法⼠の⼈達と住宅
訪問などを⾏い相談。(これ
は、どこまで運動機能を回復
させるかのチェックでもある)
②改修が必要な場合、ケアワ
ーカーに福祉⽤具カタログや
専⾨の業者を紹介してもら
い、改修箇所を決める。③改
修箇所によっては時間がかか
ることが多いため早急に⼯事
を進める必要がある。(新築よ
りも改修の⽅が時間はかから
ないため⾞椅⼦になりたての
⼈はほとんど改修になる) 

図9 改修の流れ

退院・帰宅し、⽣活している中でさらに
改修を希望する場合、補助⾦は出ないた
め全て⾃費になる。(⾃治体によって異な
るが、基本的に補助⾦が出るのは改修1回
のみ)そのため費⽤がかかる場合は1回⽬
の改修でするのが良い。 

図10 新築の流れ


